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５月24日（日）第17会場　午後1:00 ～5:12

被服の社会的機能の指導と学習効果に間する研究
その１　高等学校における実践授業と学習効果について

梅花短大 家本　 修　　 大阪科学教育センター　○　西沢 悦子
大正高校 佐藤 友紀　　 鳴門教育大　 広瀬 月江

〔(社) 日本家 政学 会

的 ］　 被 服 の 教育 の中 で 社 会的 機 能 の教 育 が 少 ない 現 状 があ る。 ま た 、生 徒 に と っ て

服 の 着 用 と 社 会 的 な 規 範 や 意 識 と の 関 係 に つ い て 、 知 識 不 足 に 対 す る不 安 と 学 習 へ の

があ る と 見 ら れる 。 そ こ で 、 高等 学 校に おい て 社会 的 な 機 能 の 教 育 の 有 効 性 と 評 価 の

を お こ な っ て 、 被 服 教 育 へ の 被 服 心 理 学 の 位 置 付 け 、 さ ら に 有 効 な 方 法 に つ い て 明 ら

し たい と 考 え る。 本 報 で は 、 高等 学 校生 徒 に 実 践 授 業 を お こ な っ て 、 生 徒 の 被 服 の 社

機 能 に つ い て の 認 識 と 社 会 的 規 範 の 認 識 の 変 化 が 求 ま っ た の で 報 告 す･5  。

法 ］　 授業 実 践は 、 平 成 ３ 年 ２ ～ ３ 月 に か け て 実 施 し た。 実 施 校は 、 大 阪 府 立T  高 等

で あ る 。 対 象 は 、 普 通 科 ２ 年 生 女 子1    9  6 名 で あ る 。 事 前 調 査 は 、 集 合 調 査 法 に よ る

紙 調 査 で あ る 。 授 業 実 践 は 、 各 ク ラ ス ２ 時 間 で 、 パ ネ ル 提 示 とS   D 評 価 、 グ ル ー プ ・

比 較 、 ク ラ ス 討 論 を お こ な っ た 。 事 後 調 査 は 、 感 想 文 調 査 と 同 一 項 目 に よ る 質 問 を 実

たが 、 こ れ は 授 業 時 間 に 含 まれ て い な い 。

果 ］　 事 前 事 後 の 差 異 か ら： ① も っ と 学 習し た い 項目 に つ い て は 、 ｒ被 服 の 流 行ｊ が

に 増 加 し て い る（ χ゛：TEST,P< 。01） が 、 フ ァ ッ シa ン へ の 関 心 度 に つ い て は 、 変 化 が

れ な い 。 ② 似 合う 服 装 に つ い て は 。「 似 合う 服 が わ か っ て い る。 よ く わ か っ て･い る 」

後 に 増 加し て い る（ χ' ：TEST,p<.on 。 ③ お し ゃ れ に 対 す る 要 素 意 識 で は 、 ｒ 衣 服 の

感 」 が 増 加し（ χ・ ：TEST,P< 。05） 、 「 衣 服 の 流 行 を 取 り 入 れ る 」 の が 減 少 傾 向 に あ っ

χ゛：TEST,P< 。10） 。 ④ 外 出 時 に 衣 服 の 選 択 を「 考 え な い 」 が 事 後 で 減 少 傾 向 を 示 し て

（ χ` ･：TEST,P< 。05) 。 こ れら か ら おし ゃ れ に 対 す る 意 識の 変 動｡が 認 めら れ る 。

家庭科 教育 にお け る被服 整理 分野 の教育 内容 に関 する 一考 察

一高 校家 庭科 担当教 師 の実 態・ 意 識調 査か ら 一

広 島 大教育　 ○ 川辺 淳子　 岩 垂芳男

【 目 的】 家庭科 にお け る被服 整理 に関 する 教育内 容に は， 被服 の購 入か ら， 洗濯，ド ラ イ

クリ ーニ ング， 漂 白， 増白， し み抜 き， 仕 上げ， 加工 ，保 管， 更生， さ らに， 使 用後 の廃

棄に 至 るまで の全過 程が 包括さ れてい る。 衣生 活の形 態が ，従 来の「 つ くる」 衣生 活 から

「 管 理す る」衣 生活 へと変 化し て きてい る 現状 から も，被m 整 理分 野の教 育内 容は 益 々必

要性を 増 して くる もの と思 われ る。 そ こで， 高 校家庭 科担 当教 師の 被服 整理 分野 の指導 の

実態・ 意 識調査 か ら，被 服整 理教育 の 現状 と問 題点を 探り， 今 後の 在り方 を 検討し た。

【 方 法】高 校家 庭科 担当 教師 の被 服整理 分 野の指 導に 関す る実 態・意 識調 査を 行 った。 調

査対 象は 中国・ 四国・ 九州 地区 の 普通 科を 有す る県立 高等 学校598 校（ 但 し男 子校 は除

く）, 回 答 数234 校 （ 回収 率39 ％ ）。 調 査方 法は 郵送 によ る質問 紙法 によ る。 調査 期日

は1991 年11 月 か ら12 月 。 主な調 査 項目 は,   r 衣 生 活領 域全 体に おけ る被服 整 理分 野の 位置

づ け 」，「 実験・ 実 習教 材」，「 環境 教育と の 関連性 」等 であ る。

【 結果 】衣 生活 領域 に対 する配 当 時間は， 平 均37.  2時 間 であ り， そ のうち ５時 間が「 家 族

の被 服整理 」に充 て ら れて い た。 特に重 点を 置い て指 導し てい る項目 とし て は， 。「 品 質 表

示 や 取り扱 い絵 表示 」，「 石け ん と合成 洗剤 の違 い」 等であ っ た。全 体の 約57 ％ が 実験 授

業を 実施し ており, 最 も多 く取 り上 げら れ たテ ーマは「 洗 剤の 働き」 であ っ た。 そ の長所

として は， 視覚 的に も訴え ，体 験的 であ る ため， 理解 が深 まる とし たもの が多 く，一 方 短

所 とし ては， 実 験の 必要性を 感 じ ながら， 準 備や片 付 けが 大変で 時間 もか かる とい っ た` ，

教 師自 身及 び外的 要因 によ る ものが多 か った。 約81 ％ の教師 が環 境教育 に 意欲的 であ っ た
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